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■ 要  旨 ■ 

 本論文は、電磁誘導加熱を利用して非接触、非破壊にてコンクリート内部の鉄筋を加熱し、コンクリート表面に表

れる温度変化を赤外線サーモグラフィで計測することによってかぶり部分に存在する空洞箇所を非破壊で診断す

る手法の開発を行ったものである。電磁誘導加熱に関する特性について基礎的検討を行い、その結果をもとに鉄

筋コンクリート部材のかぶり部分に空洞が存在する際のコンクリート表面の温度の一般的性状を示した。次に、この

一般的性状をもとに空洞を有する試験体の空洞検知実験を実施し、本システムの適用性および適用限界を明らか

にした。 

 

 

 

 

 

 

 

図-14 加熱終了直後の熱画像 
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図-1 鉄筋加熱による非破壊診断手法 
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